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抄録

　腰部脊柱管狭窄症には標準術式というものはなく、内視鏡による限局した除圧術から広
範囲固定術まで多種多様な方法が混在しています。除圧術は安定した臨床成績をもたらし
ますが、加齢に伴う椎間板高の減少、すべり、側弯、後弯などの脊柱変形を伴うようにな
ると固定術が選択されることが多くなり、術式に関する除圧派と固定派の論争は長年にわ
たって行われています。低侵襲除圧術は、疼痛の原因を除去しつつも、その後の自然経過
を大きく損なわないことが利点である一方、時間経過とともに形態が変化すると症状が再
燃する可能性があります。このため、腰椎低侵襲除圧術の術後アライメントや椎間板変性
の推移、改善不良例の危険因子を理解することは、本疾患の治療法の選択に有用な情報を
もたらすと考えます。本セミナーの前半では、私たちが行ってきた臨床研究を中心に、除
圧術の限界、除圧派が考える固定術の適応について述べたいと思います。

　固定術の中でも側方経路椎体間固定術 (lateral interbody fusion: LIF)の持つ魅力は、大型
cageを用いることで力学的強度の高い椎体辺縁部で支えることができる、強力な矯正効果
が得られる、間接除圧が可能である などの特長です。除圧術後の再固定術には最適な術式
と考えます。近年はExpandable機構を持つcage（RISE®-L, Globus Medical, Inc.）が開発され、
挿入時に強く打ち込む必要がなく、椎体間にそっと挿入してから無段階に＋7㎜までcage
の高さを調整することが可能となりました。固定術の臨床成績を維持させるには局所の固
定であっても脊柱全体のアライメントに悪影響を与えないよう配慮することが肝要とされ、
骨脆弱性に留意する必要がある脊柱変形を伴った高齢者には、cageは、あまり強く打ち込
まずに挿入可能で、フィッテングもよく、良好な矯正角度を得ることができれば理想的です。
本セミナーの後半では、RISE®-Lの特徴を活用した手術手技の実際について紹介したいと思
います。


